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  ★★★ 財団法人 大阪国際児童文学館 メールマガジン ★★★ 
--------------------------------------------------------------- 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
青葉にそそぐ日差しが心地良い季節。昨日の朝は、東の空を見上げられまし 

たでしょうか。一生に一度のチャンス！リング状に輝く太陽に感動でした。 

現在会員登録数 815 人さま。ご愛読いただきありがとうございます。次号は 

６月 20 日発行の予定です／ 
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■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【１】お知らせ 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

● 寄付金を募集しています 

当財団では、子ども文化の振興をめざして、子どもと本をつなぐ活動を進め 

ています。さまざまな講座・講演会の開催など、次代を担う子どもたちの豊 

かな読書活動の支援のために、もっともっと充実させていきたいと考えてい 

ます。 

そのため、当財団の運営を応援いただける個人、法人の皆さまからのご寄付 

を募っています。寄付金は、当財団が行う講座・講演会など、さまざまな事 

業経費に充てさせていただきます。ぜひ、ご協力いただきますようお願いし 

ます。 

お申し込み、詳細は → http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【２】コラム 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

************************************************************* 

《１》 ＹＯ！この本読んだ？ Yasuko's ＆ Okiko's Talk 

************************************************************* 

『僕は、そして僕たちはどう生きるか』 梨木香歩/作 理論社 2011年4月 

対象年齢：中学生以上 

あらすじ：14歳のコペル君は、ノボちゃんという染織家のおじさんと大きな 

屋敷に住んでいるユージンという友だちを訪ねる。ユージンはコペル君の 

幼馴染で、現在、学校に行っていない。二人が、久しぶりに再会して昼ご 

はんを作ろうとしていると、幼いころ一緒に遊んだユージンのいとこのショ 

ウコがやってくる。そして、家の庭に、一人の少女インジャをかくまって 



いることを告白する。最後には、ユージンが不登校になった理由やインジャ 

の状況が明らかになり、ノボちゃん、ショウコの知り合いのオーストラリ 

ア人も合流してたき火を囲む。 

 

Ｙ：1937（昭和12）年７月、つまり74年前に出版された『君たちはどう生き 

るか』（吉野源三郎/著 日本少国民文庫 新潮社、現在は岩波文庫、ポプ 

ラ社ポケット文庫等に収録、以下『君たちは･･･』）から発想を得た作品 

です。まず、タイトルが異なっています。『君たちは･･･』は叔父さんが 

コペル君に生きることについて問いかけ、考えることを促しているとすれ 

ば、『僕は･･･』のノボちゃんは、「僕たち」の一人という位置にいます。 

 

Ｏ：背景になっている時代の違いを浮き上がらせて、エコロジー、不登校の 

問題、性の問題、文化の差異、平和など、作家の持つこの時代への切実な 

危機感をユージンの家というトポスに集めた物語です。 

 

Ｙ：ユージンが不登校になったのは、５年生の時の担任の先生への不信感が 

きっかけでした。友人の気持ちを全く理解できていなかったコペル君は愕 

然とします。コペル君がショックを受けたことは、文章からひしひしと伝 

わってきました。また、現代性という意味では、みんなで野草を使ったご 

はんを作ったり（エコロジー）、インジャがユージンの家の庭に引きこもっ 

た理由が性的な虐待を受けたことだったり（性の問題）、ショウコがオー 

ストラリア人の友だちを連れてきてみんなで野外料理を楽しんだり（異文 

化）することが描かれています。 

 

Ｏ：一生懸命考えて、人としてどう生きるのか読者に問うのは共通していま 

すが、『君たちは･･･』が提示した「誰が何と言っても」「自分ひとりで 

も正しいと思えば主張していける」リベラルな人間像と、『僕は･･･』の 

相手との距離感の取り方が違うよね。 

 

Ｙ：どちらも人と人とのつながりの重要性を説いていると思いますが、『僕 

は･･･』では、「人が生きるために、群れは必要だ。強制や糾弾のない、 

許しあえる、ゆるやかで温かい絆の群れが。人が一人になることも了解し 

てくれる、離れていくことも認めてくれる、けど、いつでも迎えてくれる、 

そんな『いい加減』の群れ。」とまとめています。 

 

Ｏ：そうした「群れ」の具体的な表現が「ユージンの家」。人と人との関係 

の緩やかさが認められているので心地よさは感じるけれど、人に負荷をか 

けないで生きていくことができるのかな。森のなかの小屋で、自然と親し 

みながらひとり住む知恵のある「おばあさん」の美しいイメージが描けな 

くなった時代に、「ユージンの家」はどうなんだろうと、私、考え込んで 

います。 



 

************************************************************* 

《２》 読書活動ボランティアのためのワンポイント 21 

************************************************************* 

｢その５ 絵本の選び方(10)絵本を評価する:ジャンル g.詩の絵本｣ 

 

おはなし会で絵本を読むとき、しっかりとした物語性のある作品ばかりを複 

数選ぶと、時に物語どうしがけんかをしてしまい、全体のまとまりがなくなっ 

たりすることがあります。 

こうしたとき、物語絵本の代わりに、詩の絵本を冒頭に読むことで、おはな 

し会のテーマを伝えたり、最後に読むことで、おはなし会に余韻を持たせて 

テーマの広がりを伝えたりすることができます。 

 

詩は昔話と同様に、ことばだけで完成された世界ですので、詩の絵本では、 

画家の詩の解釈がいかに絵として表現されているかを評価する必要がありま 

す。 

例えば、『くうき』（まどみちお/詩 ささめやゆき/絵 理論社 2011年5月） 

は、「ぼくの 胸の なかに いま はいってきたのは いままで ママの  

胸の なかに いた くうき」という言葉を２見開きで表現し、１見開き目 

にはぼくが淡い水色で表現された空気を吸っているところが表され、２見開 

き目では、母親とぼくの間に空気が描かれています。 

 

この詩は「ひとつの 地球を めぐる くうきの せせらぎ！」が「すべて 

の いきものが 兄弟であることを」うたっていると終わるのですが、画面 

いっぱいに空気の流れが柔らかい色鉛筆やクレヨンを使った躍動的な線で描 

かれているため、私たちが空気によって生きとし生けるものとつながってい 

るということが視覚的に伝わってきます。 

 

一方、『むかしむかし』(谷川俊太郎/詩 片山健/絵 イースト・プレス 2010 

年6月）では、「ほんはなかったけれど考えた」というページは、鳥の死骸 

をじっと見つめる「ぼく」の横顔が描かれており、「考える」とは何かに対 

する画家の解釈が読み取れます。そして、「いまここにぼくがいる」という 

結末部分では、土の上に足で円を描いている「ぼく」が空や木や家のある風 

景の中で描かれ、文字のない最後のページには、自分の描いた円の中に立っ 

ている「ぼく」が正面を向いています。「生きる」とは何かという命題につ 

いて、詩と同時に絵が読者にメッセージを送っているのが伝わってきます。 

 

詩の絵本は声に出して読むのが難しいジャンルでもあります。はっきりとし 

た筋がないために、絵とともに、ことばのイメージをいかに届けられるかが 

問われます。画家が詩をいかに解釈したのかを１ページ１ページ丁寧に読み 

解いて子どもたちの前で読むことが必要です。一方で、子どもたちが詩の絵 

本を楽しむことができたということは、言葉のイメージが広がり、言葉とは 

何かについて気づくことができたということであり、貴重な体験になります。 

 

＊次号では「その５ 絵本の選び方(10) 絵本を評価する：ジャンルh.写真絵 

本」の予定です。質問や意見をいただきましたら、お答えしていきたいと思 

います。（Ｙ） 

 



************************************************************* 

《３》 サイト紹介 －子どもの本をリサーチする－ 

************************************************************* 

一次資料データベース篇１回目。今回ご紹介するのは以下のサイトです。 

●近代デジタルライブラリー（国立国会図書館）http://kindai.ndl.go.jp/ 

 

これまでご紹介してきたデータベースやサイトは、基本的に所在情報（所蔵 

があるかという情報）のみで、資料そのものを見るというものではありませ 

んでした。しかし、やはりネットで表紙画像や本文そのものが確認できると 

いうのはありがたいもの。著作権の問題等があり、公開はまだまだ少数とは 

いうものの、確実に増えてきています。 

 

国立国会図書館には、同館で収集・集積されているさまざまなデジタル化資 

料を検索・閲覧できる「国立国会図書館デジタル化資料」（一部を除き館内 

限定）がありますが、そのうちインターネットで閲覧可能な資料を公開する 

サイトとして「近代デジタルライブラリー」があります。いずれも、国立国 

会図書館サーチ http://iss.ndl.go.jp/  から横断的に検索できます。 

 

「近代デジタルライブラリー」は、明治以降に刊行された図書・雑誌のうち、 

インターネットで閲覧可能なデジタル化資料を公開しているサイトで、平成 

14 年 10 月から提供開始されました。著作権保護期間が満了した図書３万３ 

千点からスタートし、現在は国内最大級の 24 万点を超える資料が公開されて 

います。 

 

児童書も登載されています。グリム童話の本邦初訳と言われる菅了法『西洋 

古事神仙叢話』（明治 20 年）や、棟方志功が絵を描く新美南吉の初めての童 

話集『おぢいさんのランプ』（昭和 17 年）、ネロが清と訳されている日高柿 

軒『フランダ－スの犬』（明治 41 年）などがあります。児童書全体の資料数 

（約２千点）が課題といえますが、今後の増加を期待したいところです。 

 

現在では、NDL-OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）と連携する 

ようになっており、同サイトで検索した資料が近代デジタルライブラリーに 

ある場合、そのまま遷移できて使いやすくなっています。（Ｊ） 

※次号は、一次資料データベース篇〈その２〉の予定です。 

 

************************************************************* 

《４》 行って来ました！ 

************************************************************* 

奈良県立美術館「光と影のファンタジー 藤城清治影絵展」に行ってきまし 

た。藤城清治といえば、ＮＨＫの番組やカルピスやパルナスなどテレビで見 

た懐かしいＣＭが思い浮かびますが、米寿を記念したこの特別展では、初期 

のモノクロ作品から昨年出版された『絵本マボロシの鳥』（藤城清治/影絵  

太田光/原作・文 講談社）の原画など最近の作品まで 249 点もの影絵作品が 

展示されていて見ごたえたっぷりです。 

 

暗めの会場に、一点ずつ後ろから光を当てて展示されています。絵本など印 

刷されたもので見るよりも、風景の奥行きや躍動感を感じます。剃刀を使っ 

て切っておられるそうですが、とても繊細で、鋭いはずの切り口からもれる 



光が温かく柔らかく見えるのが不思議です。 

 

原画の前に水槽を置いて展示されている作品もいくつかあり、赤い曼珠沙華 

が池のほとり一面に咲いている作品は、水面に揺れる花の影がとても美しかっ 

たです。ラーマ－ヤナのコーナーでは、影絵劇に使う人形が回り灯籠のよう 

に大きなスクリーンに映し出され、お話の世界に入り込んだ感じがします。 

 

作品はこびとや動物が登場する童話の世界のものだけでなく、宗教画や風景 

画もあり、「悲しくも美しい平和への遺産」と題された、原爆ドームの周り 

を色とりどりの折鶴が羽ばたいている作品はとても強く心に残りました。影 

絵のほかに油絵や水彩画、奈良各地のデッサンなども展示されています。下 

絵とされた額田王や鹿の絵から、新しい影絵作品が生み出されるのが待ち遠 

しいです。（Ｋ） 

 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【３】全国のイベント紹介 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

● 世界のバリアフリー絵本展 2011 

－ＩＢＢＹ障害児図書資料センター2011 推薦図書展－ 

期 間：平成 24 年６月５日（火）～１７日（日）ただし、11日・14 日休館 

午前９時～午後７時 ただし、土曜・日曜は午後５時まで 

場 所：大阪府立中央図書館 １階展示コーナー （東大阪市荒本） 

入場料：無料 

主 催：大阪府子ども文庫連絡会 

※ 公開講座「すべての子どもたちへ ～絵本からのメッセージ～」 

講 師：ひろかわ さえこ（絵本作家） 

日 時：平成 24 年６月１２日（火）午前 10 時～12 時 30 分  

場 所：大阪府立中央図書館 ライティホール （東大阪市荒本） 

定 員：310 名（申込不要・当日先着順・入場無料） 

 

上記イベントの詳細およびその他の講座・講演会、展示会、公募情報につい 

ては、こちらからご覧ください。↓↓ 

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情報をお送りください。当財団ＨＰに掲載させていただきます／ 

 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【４】プレゼント 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

今号のコラム《１》「ＹＯ！この本読んだ？」で紹介しました『僕は、そして 

僕たちはどう生きるか』を１名の方にプレゼントします。 

ご希望の方は、メールで 件名「IICLO MAGAZINE NO.21プレゼント希望」とし、 

(1)お名前 (2)郵便番号・住所 (3)電話番号 (4)メールアドレス (5)このメル 

マガのご感想 をお書きのうえ office@iiclo.or.jp にお送りください。 

締切は６月11日(月)、当選発表は発送をもって代えさせていただきます／ 

 

編┃集┃長┃の┃つ┃ぶ┃や┃き┃ 

━┛━┛━┛━┛━┛━┛━┛━┛ 

関西で金環日食が見られたのは 282 年ぶり、次回は 300 年後の 2312 年４月 



８日とのこと。今を生きる私たちは運が良い！それより、そんな昔のことも 

未来のことまでもわかる科学がすごい！と感心してしまいます。明日のこと 

さえわからぬこの身なれば･･･。（Ａ） 
 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

------------------------------------------------------------- 

みなさまのご意見・ご感想をお聞かせください。下記メールアドレスまで 

お願いします。原則として返信はいたしませんのでご了承ください。 

●このメールマガジンは、ご登録いただきました皆様に配信しています。 

●配信の登録・解除・変更は、 

   http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコンからどうぞ 

●このメールの送信アドレスは配信専用です。 

●記事の無断転載はご遠慮ください。 

------------------------------------------------------------- 

発行：財団法人 大阪国際児童文学館   http://www.iiclo.or.jp/ 

〒577-0011 大阪府東大阪市荒本北1-2-1 大阪府立中央図書館内 

TEL：06-6744-0581  FAX：06-6744-0582  E-mail：office＠iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------- 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 



━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

■ IICLO MAGAZINE NO.20 ---------------------------- 2012/4/20 

  ★★★ 財団法人 大阪国際児童文学館 メールマガジン ★★★ 

--------------------------------------------------------------- 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

『世の中に たえて桜のなかりせば 春の心はのどけからまし』 

４月に入って、晴れたり降ったり、暖かかったり寒かったり、めまぐるしく 

変わるお天気ですが、お花見はされましたか？ 造幣局「桜の通り抜け」は 

23 日までです。現在会員登録数 804 人さま。ご愛読いただきありがとうご 

ざいます。次号は５月 22 日発行の予定です／ 
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■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【１】お知らせ 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

● 東日本大震災で被災した子どもに本を贈る｢いっしょだよ｣キャンペーン 

終了のお知らせ ― ご協力ありがとうございました 

昨年発生した東日本大震災に関して、被災した子どもたちに本を贈る運動を 

企画し、大阪府書店商業組合、毎日新聞社、毎日新聞東京・大阪・西部社会 

事業団とともに主催した『いっしょだよ』キャンペーンは、およそ１年が経 

過し当初の目的を果たすことができましたので、ひと区切りといたします。 

 

昨年4月26日の運動開始からこれまでにお寄せいただいた寄付金は、1,562件 

2,473万5,393円。作家や出版社からの寄贈本870冊を含む計１万9,036冊を、 

岩手・宮城・福島の３県を中心に339カ所の幼稚園や保育園、小中学校など 

にお贈りしました。各施設からは感謝の声が続々と届いています。ご協力い 

ただきました皆様、関係者の方々にお礼申し上げます。 

 

● 寄付金を募集しています 

当財団の運営を応援いただける個人、法人の皆さまからのご寄付を募ってい 

ます。寄付金は、当財団が行う講座・講演会など、さまざまな事業経費に充 

てさせていただきます。ぜひ、ご協力いただきますようお願いします。 

お申込み、詳細は → http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【２】コラム 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

************************************************************* 



《１》 ＹＯ！この本読んだ？ Yasuko's ＆ Okiko's Talk 

************************************************************* 

『ロス、きみを送る旅』 キース・グレイ/作 野沢佳織/訳 徳間書店  

2012年3月 対象年齢：中学生以上 

あらすじ：ロスが交通事故で死んだ。お葬式に行ったブレイク、シム、ケニ 

ーは、親友ロスを本当の意味で悼むため、生前ロスが話していたスコット 

ランドの「ロス」という町に行って、ロスの遺灰を撒くことを決意する。 

遺灰を持って旅に出た三人は、お金を失くして乗継の列車に乗り遅れ、三 

人の関係がぎくしゃくする。そして、それぞれが自分とロスとの関係、ロ 

スの死について考え始める。 

 

Ｏ：親友の突然の死に動揺した三人の旅は支離滅裂で謎が多く、ついつい読 

み進めてしまいました。発端の「本当のお葬式をしよう」と言って、ロス 

の遺灰を盗み出すブレイクの冷静さと心の動揺がその後の旅を暗示してい 

たのですね。 

 

Ｙ：ロスの父親はブレイクに、警察が「自殺の可能性もある」と言っている 

ことを伝えます。ブレイクもロスの家族も加害者の言い逃れだと否定する 

のですが･･･。読者が、おや？と思う展開になります。 

 

Ｏ：ロスを含めた四人の少年は、それぞれ家庭に問題をかかえ、教師ともう 

まくいかず、いじめに悩み、異性との関係もぎこちない。そうした悩みが 

絡み合い、内面では押し潰されそうになっていることがわかってきます。 

15歳特有の不安感や世界観を浮かび上がらせていく描写は巧みです。 

 

Ｙ：旅の途中で女の子の友だちグループに出会って、ブレイクは「本当の友 

だちとは」ということをぶつけられます。また、ロスのお葬式のありよう 

が、うそくさいという怒りには、大人への不信感があふれていましたが、 

途中から、自分たちもロスに対して不誠実さを抱えているのに直面させら 

れていきます。その過程にリアリティを感じました。 

 

Ｏ：作者は、死んだ少年のことを直接書かず、友だちの言葉から浮かび上が 

らせています。そうすることで、ロスに死なれたという事実が少年たちに 

重くのしかかっていることを感じさせています。そして、「自殺」を肯定 

も否定もしないで、「死んでしまったら何も起こらない。生きることを選 

ぶのだよ」と、明解にメッセージを送っているようです。 

 

Ｙ：原題は『 Ostrich Boys 』（ダチョウの少年たち）。ダチョウは、危険 

が迫ると砂のなかに頭を隠すと言われており、原題は『現実逃避の少年た 

ち』という意味を持っています。 

 

Ｏ：このタイトルを最初から知っていたら、読み方が変わったかもしれませ 

ん。自分たちの持っているロスに対する負い目と必死に戦うための旅だっ 

たのですから。 

 

Ｙ：結末を知った上でもう一度読むと、また違う発見のできる作品だと思い 

 ます。 

 



************************************************************* 

《２》 読書活動ボランティアのためのワンポイント 20 

************************************************************* 

｢その５ 絵本の選び方(10)絵本を評価する:ジャンル f.ことば遊び絵本｣ 

 

ことばあそびには、なぞなぞ、しゃれ、回文、しりとりなど、たくさんの種 

類があり、ことばあそびをすることによって、ことばの意味のおもしろさや 

音の不思議に気づかされます。その中でも一冊の本が一つのまとまりを持っ 

たことばあそびになっている絵本は、一冊まるごとで、「ことばとは何か」 

ということを表現した物語を提示しています。 

 

英語圏にＡＢＣを順に紹介したアルファベット絵本があるように、日本には 

「あいうえお絵本」が多くありますが、『かっきくけっこ』（谷川俊太郎/作 

堀内誠一/絵 くもん出版）は秀逸です。堀内の色と構図に対する鋭い感覚 

で、50 音それぞれのイメージがデザイン化された文字で表現されており、 

最後は忍者が「ん」と言って終わるというユーモアあふれる絵本です。 

 

また、幅広い年齢に人気があることばあそび絵本『もけら もけら』（山下 

洋輔/文 元永定正/絵 中辻悦子/構成 福音館書店）は、ジャズピアニス 

トの山下が、日本語としては意味をなさないリズミカルな音を繰り出し、抽 

象的な絵がその音に応えます。「もけらもけら」という音とともに、緑や黄、 

ピンクの明るい色のユニークな形のものが前へ進むイメージで絵が展開する 

中で、「じょわらんじょわらん」という音と黒を基調としたページが挟み込 

まれることによって、動と静の対比が生まれ、ことばは記号であり、音や形 

や色と同様にさまざまな表情があるということが無意識に理解されます。声 

に出して読むことで理解はいっそう深まります。 

 

元永は谷川俊太郎とも『もこ もこもこ』（文研出版）や『おはなししましょ 

う』（福音館書店）などのことばあそび絵本を作っており、どの絵本も、私 

たちにことばの概念を認識させてくれます。『すっすっはっはっ こ･きゅ･う』 

（長野麻子/作 長野ヒデ子/絵 童心社）も、ことばと音、こえ、息との関 

係を表した楽しい絵本です。 

 

ことばは、私たちがものを考え、人にその考えを伝えるときに欠かすことの 

できないものです。ことばあそび絵本を読むことによって、ことばの源流に 

遡り、ことばの力に出会うことは、あふれる情報の中で生きる、子どもを含 

む私たちにとって大切なことだと思います。 

 

＊次号では「その５ 絵本の選び方(10) 絵本を評価する：ジャンル g.詩の 

絵本」の予定です。質問や意見をいただきましたら、お答えしていきたいと 

思います。（Ｙ） 

 

************************************************************* 

《３》 サイト紹介 －子どもの本をリサーチする－ 

************************************************************* 

資料所在データベース20回目。今回ご紹介するのは以下のサイトです。 

●宮城県図書館 http://www.library.pref.miyagi.jp/index.html 

 



宮城県図書館が所蔵する資料に、紙芝居があります。紙芝居といえば、昭和 

初期に街頭で子どもたちを熱狂させたメディアです。戦時下ではいったん衰 

えたものの、戦後復活し、テレビが登場する昭和 30 年代前後まで子どもた 

ちの日常の大きな楽しみの一つでした。 

  

しかし、それらの紙芝居の殆どが手描きの一点ものであり、大量複製された 

ものではないこと、また街頭で何度も演じられることで消耗が激しく、現存 

するものが極めて少ないことから、閲覧や保存が大変難しい状況にあります。 

 

そんななか、同館は地元の紙芝居師から寄贈された紙芝居 5,645 点（57,075 

枚）を所蔵。紙芝居の修復保存を重視し、外部専門家による調査等も行った 

結果、「大衆文化・児童文化の歴史を実証する意義と手描き制作であるが故 

の資料の価値」（「宮城県図書館だより」25 号より）が認められ、平成 18 年 

３月に国の登録有形文化財（美術工芸品）として登録されました。 

参考: http://www.library.pref.miyagi.jp/kotobanoumi/pdf/2502.pdf 

 

紙芝居では他に、２万巻以上の原画を保存する「塩崎おとぎ紙芝居博物館」 

（大阪市）や、約 4,000 巻（５万枚）を所蔵する大阪府立中央図書館 国際 

児童文学館（東大阪市）がありますが、同館も紙芝居文化の継承や研究の観 

点から東日本の重要な拠点といえます。 

 

残念ながら、所蔵紙芝居のオンライン検索はできませんが、一般公開はされ 

ており閲覧は可能です。今後は、所蔵情報はもちろん、資料保護のため原画 

のデジタル化及びネット公開についても期待したいところです。 

  

さて、これまで 20 回にわたり、貴重な資料を所蔵する施設のサイトを紹介 

してきました。次回から、資料そのものをネットで公開したり、特徴的なデ 

ータベースを構築しているサイトを紹介します。（Ｊ） 

 

************************************************************* 

《４》 行って来ました！ 

************************************************************* 

りんくうタウンで開催されている「セカイに飛び出す 日本のおもちゃ・マ 

ンガ・アニメ展」に行ってきました。 

「クールジャパンで復興支援」が合言葉。ホテル内の会場に入ると、すぐ６ 

枚の「壁新聞」が展示されています。石巻日日新聞が、昨年の東日本大震災 

で社屋が水没し印刷機が動かない中で、翌日から６日間発行されたものです。 

 

ペンで手書きされた新聞は、とても生々しく被害状況や避難所の様子を伝え 

ています。壁新聞といえば、小学生の頃を思い出しますが、被災された方々 

にとって大切な情報源となったことは間違いないでしょう。あらためてマス 

コミの使命について考えさせられる「魂の新聞」です。 

 

次は「石ノ森萬画館」。津波被害で今も休館中ですが、被災直後の様子や再 

開のために取り組んでおられる現状がパネルで紹介され、修復されたヒーロ 

ーの等身大フィギュアが展示されています。 

 

北原照久さんのおもちゃコレクションのコーナーでは、マンガ家の聖地とも 



いわれる「トキワ荘」の住人たちの寄せ描きカーテンや、石ノ森章太郎、手 

塚治虫、藤子不二雄などゆかりの作家のキャラクターの人形や雑誌の付録な 

ど、懐かしいおもちゃが並んでいます。さらには、ブリキ製のおもちゃや、 

アメリカ向けのセルロイド人形などなど･･･。1880 年に作られた、和装の乗客 

が描かれた汽車のおもちゃは、糸のしかけ（ぜんまいより古い）で動くそう 

です。ガラスケースにぎっしりと詰められたおもちゃを、一つずつ想像の中 

で動かしながら見るのはとても楽しい時間でした。（Ｋ） 

 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【３】全国のイベント紹介 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

●「こどものほんだな」（旧・選定児童図書目録）発行 50 年記念講演会 

「子どもの本の５０年をふりかえる」 

講 師：三宅興子（当財団理事長） 

日 時：平成 24 年４月 22 日（日）午後２時～４時（開場１時 30 分） 

場 所：大阪市立中央図書館 ５階大会議室 （大阪市西区北堀江） 

定 員：300 名（申込不要・当日先着順・入場無料） 

問合せ：大阪市立中央図書館 

＊関連児童書の展示 ４月 21 日（土）～５月 16 日（水）１階エントランス 

 

上記イベントの詳細およびその他の講座・講演会、展示会、公募情報につい 

ては、こちらからご覧ください。↓↓ 

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情報をお送りください。当財団ＨＰに掲載させていただきます／ 

 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

【４】プレゼント 

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■ 

今号のコラム《１》「ＹＯ！この本読んだ？」で紹介しました『ロス、きみを 

送る旅』を１名の方にプレゼントします。 

ご希望の方は、メールで 件名「IICLO MAGAZINE NO.20プレゼント希望」とし、 

(1)お名前 (2)郵便番号・住所 (3)電話番号 (4)メールアドレス (5)このメル 

マガのご感想 をお書きのうえ office@iiclo.or.jp にお送りください。 

締切は５月10日(木)、当選発表は発送をもって代えさせていただきます／ 

 

編┃集┃長┃の┃つ┃ぶ┃や┃き┃ 

━┛━┛━┛━┛━┛━┛━┛━┛ 

晴れた空に満開の桜。一目でそれとわかる小学校１年生の子の、真新しく大 

きすぎるランドセル姿はほほえましく、思わず「ピッカピカの～♪」と応援 

したくなります。そして、私自身もちょっぴりフレッシュな気持ちを取り戻 

したりする春の朝です。（Ａ） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

------------------------------------------------------------- 

みなさまのご意見・ご感想をお聞かせください。下記メールアドレスまで 

お願いします。原則として返信はいたしませんのでご了承ください。 

●このメールマガジンは、ご登録いただきました皆様に配信しています。 

●配信の登録・解除・変更は、 



   http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコンからどうぞ 

●このメールの送信アドレスは配信専用です。 

●記事の無断転載はご遠慮ください。 

------------------------------------------------------------- 

発行：財団法人 大阪国際児童文学館   http://www.iiclo.or.jp/ 

〒577-0011 大阪府東大阪市荒本北1-2-1 大阪府立中央図書館内 

TEL：06-6744-0581  FAX：06-6744-0582  E-mail：office＠iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------- 
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